
　　　　　ジフェニルエーテルの分解度試験成績報告書

t　試験期間　昭和52年6月27日・～昭和52年8月5日

2、　試　料　名　　ジフ皿ニルエーテル疇試料戚i－24ワ）

　　分子式 C1，HloO

　　構　造　式

　　　　　◎・◎

　　　性状　融点2ZO℃　純度999砒
　　　　　　　　沸点2595℃　比重to74
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5．　試験方法及び条件

1灘i卜・一一一一坊

　　　　揮散性物質用ク一口メ一夕ー使用

　五1　試験装置

　　　　酸素消費量自励測定機

　52　酸素清費量測定

　　　　　51の記録による

　三5　生分解試験後の直接定量法

　　　←）使用分析機器

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FID

　　　　　　　試　験　液

　　　　　　　　　　　・冷却　15℃

　　　　　　　　　　←n一ヘキサン90皿

　　　　　　　　　　　・撹拌　50分

　　　　　　　　　　　・冷却一15℃

　　　　　　　　　　　■娠とう　10分間

　　　　　　　　　　　・静置　50分

焉　　　　　　　　　　団一世∠型　　一　　　r－　　　　　　　　　　　　　1・脱水（無水硫酸ナトリウム）
　　　　　　　　　　　　　1．m固定容

　　　　　　　　　　．」』．

　　　　　　　　　　塵1

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器F工D

　　　　キャリアガス　　1τ2

　　　充てん剤　10多日E－50／クロモソルブW
　　　　ステンレスカラム　　　5並置ヌ∫×1皿

　　　　カラム温度　 220℃

4．試験結果

　（b）分析試料の前処理

（c）分析条件

一
　　　　　1ｪ解度（チM付 図 付 表

1酸素消費量による結果
　　　i改5

1
一

σ　cによる結果 ※←） 2．5
1

　　　　　　※　負の値を得たので（一）とした。

5備　　　考

　　供試物質は液伏であるため28μ1（比重工07）採取して試験に供

　した。

　　ク』ロメーターへのセプト状況は仕込時小さた粒となり培養ピン

　の底へ沈んだ。農了時にカいても変化はなかった。
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